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編さん過程の公開及び区民との協働～これまでの取組～ 

１ 編さん周知イベントの開催 

開催日：平成２９年３月１８日 

会 場：男女平等参画センター リーブラホール 

 参加者：９３名 

◆第１部：新修港区史・教育史インターネット公開のデモンストレーション 

平成２９年４月にインターネット公開した「新修港区史」（昭和５４年刊）

「港区教育史」（昭和６２年刊）のデモンストレーションを行いました。 

◆第 2 部：作家・岩下尚史氏による基調講演 

「港区のいまむかし～江戸の面影残る現代文化の中心地～」と題して、

花柳界のお話など、港区ならではの歴史エピソードをお話しいただきま

した。 

【参加者アンケートより一部抜粋】 

Ｑ. どんな区史・教育史を作ってほしいですか。（自由記入） 

「次の時代を作っていく人々が読みたいと思うような未来志向のもの」 

「港区らしさがわかるようなものにしてほしい」 

「写真など資料がたくさん見られることを期待します」

２ 旧「港区史・上下巻」「芝区誌」「麻布区史」「赤坂区史」のインターネット公開 

「新修港区史」に続き、１０月に「港区史上・下巻」（昭和 35 年

刊）、１１月に「芝区誌」「麻布区史」「赤坂区史」をデジタル化し、

インターネット公開しました。 

これにより、既刊の港区史をすべてインターネット上で閲覧できる

ようになりました。 

「デジタル港区史」 

https://trc-adeac.trc.co.jp/Html/Usr/1310305100/index.html 
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３ １００年の体験インタビューの実施 

平成２９年９月７日に、高齢者支援課による「１

００歳訪問（区長訪問）」と合わせて、今年１００歳

を迎えられた区民の方に、港区で過ごした思い出な

どをお話しいただく「１００年の体験インタビュー」

を実施しました。 

今回は、南麻布在住の御夫婦から、生まれ育った

宮下町（麻布十番）の様子をはじめ、関東大震災の

経験、東京タワーにまつわるエピソードなどを伺い

ました。 

インタビューは、オーラルヒストリー（口述歴史）として「デジタル港区史」で公開します（１２月

公開予定）。 

４ 行政年表の作成及び公開準備 

昭和２２年からの区政の歴史を「港区行政年表」としてまとめ、公開す

る準備を進めています。 

「区政要覧（平成２３－２４年度版）」に掲載している年表（昭

和２２年～平成２３年）を軸に、「広報みなと」のバックナンバー

など各種資料にあるトピックを加えながら、最新の行政年表を作

成します。 

この年表は、行政史の執筆を担当する現代部会に提示するとと

もに、インターネットでも公開します。また、年表作成にあたっ

て参照した資料については適宜デジタル化し、インターネットで

公開可能なものについては年表と合わせて「デジタル港区史」に

搭載します。 

※その他、今年度中に、区民からの情報収集（写真）を予定しています。 

十番大通り 昭和 8年（区政総覧）

行政年表（イメージ）


